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飲酒運転根絶ロゴマークNo.189   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

令
和
令
和
88
年年

あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
も
、
北
海
道
、
北
海
道
警
察
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
交
通
安
全
活
動
を
展
開
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
交
通
事
故
死
者
数
で
す
が
、
北
海
道
知
事
か
ら
3
度
に
わ
た
り「
交
通

死
亡
事
故
多
発
警
報
」が
発
令
さ
れ
る
状
況
下
、
１
２
９
人
と
前
年
を
大
き
く
上

回
る
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
の
さ
ら
な
る
減
少
を
目
指
す
中
、

冬
場
の
凍
結
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
、
夏
場
の
バ
イ
ク
事
故
、
秋
以
降
は
歩
行
者
が
犠

牲
と
な
る
事
故
も
相
次
ぎ
、
緊
迫
し
た
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
12
月
で「
北
海
道
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ

て
か
ら
、
10
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、市
町
村
や
経
済
界
等
で
構
成
す
る
当
委
員
会
と
し
て
は
、

会
員
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
様
々
な
企
業
や
業
界
の
皆
様
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
働
き

か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
広
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
道
内
１
０
０
の
ゴ
ル
フ
場
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
は

具
体
的
な
啓
発
機
会
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
の
ご
協
力
に

よ
り
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
４
８
０
人
の
皆
さ
ん
に
夜
光
反
射
材
と
歩
行
者
安
全

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
今
後
の
取
組
に
つ
な
が
る
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
取
組
に
は
、
常
に
新
し
い
課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月

か
ら
反
則
金
制
度
が
導
入
さ
れ
る
自
転
車
の
利
用
や
、
新
た
に
道
内
で
シ
ェ
ア
も

始
ま
っ
た
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
の
安
全
利
用
に
向
け
た
ル
ー
ル
の
普
及
、
ス

マ
ホ
の
操
作
等
に
よ
る
不
注
意
や
運
転
ミ
ス
の
増
加
、
高
齢
者
が
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
る
事
故
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
新
し
い
暮
ら
し
方
や
、
か

つ
て
は
な
か
っ
た
事
故
の
形
態
に
常
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
知
っ
て
い
る「
交
通
安
全
」と
い
う
言
葉
を
、
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
年
も
、
会
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、

知
恵
を
出
し
あ
い
、
取
組
に
繋
げ
な
が
ら
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
の

実
現
に
向
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

�

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
　
　

�

会
長
　
真

弓

明

彦

年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜
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年
頭
所
感

年
頭
所
感

　
　
　
　
　
北
海
道
知
事
　
鈴
　
木
　
直
　
道

北
海
道
警
察
本
部
長
　
友

井

昌

宏

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
地
で
交

通
安
全
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
交
通
遺
児
育
英
事
業
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

見
守
る
な
ど
、
道
内
の
交
通
事
故

防
止
や
福
祉
の
増
進
に
多
大
な
る

ご
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
道
に
お
い
て
は
、
交

通
事
故
の
発
生
件
数
は
減
少
し
た

一
方
、
死
者
数
は
前
年
を
上
回
り
、

「
全
道
交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
」

を
３
回
発
表
す
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
事
故
の
犠
牲
者
を
一
人
で

も
少
な
く
す
る
た
め
、
道
民
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
思

い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
、
北
海

道
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て

飲
酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
な
お
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、「
飲
酒
運

転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」を
合

言
葉
に
、
根
絶
に
向
け
た
強
い
決

意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

新
し
い
年
に
お
い
て
は
、
４
月
か

ら
自
転
車
の
運
転
者
に
も
交
通
反

則
通
告
制
度
が
適
用
さ
れ
、
９
月

か
ら
は
生
活
道
路
に
お
け
る
自
動

車
の
法
定
速
度
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
法
制
度
の
改
正
を
含
め
、
交

通
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
本
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の

実
情
を
踏
ま
え
て
重
点
的
に
取
り

組
む
事
項
を
設
定
し
、
関
係
機
関

や
団
体
の
皆
様
と
と
も
に
交
通
安

全
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
な
い
北
海
道
の
実

現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
皆
様
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
皆
様
に
は
、
交
通
安
全
活
動
を

始
め
、
警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
格

別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
貴
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
、

北
海
道
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
中

核
と
し
て
、
各
期
の
交
通
安
全
運
動
を

始
め
、「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大

会
や
、「
飲
酒
運
転
根
絶
！
高
校
生
メ
ッ

セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」の
実
施
な
ど
の

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
社
会
環
境
作

り
、「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運

動
」の
普
及
啓
発
な
ど
、
道
民
の
交
通

安
全
意
識
の
醸
成
に
向
け
た
各
種
活
動

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、
重
ね
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
情
勢
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
交
通
事
故
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、残
念
な
が
ら
、

前
年
よ
り
25
名
多
い
１
２
９
名
と
な
っ

て
し
ま
い
、
交
通
事
故
に
よ
り
、
多
く

の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
こ
と
は
、

誠
に
痛
ま
し
く
、憂
慮
に
堪
え
ま
せ
ん
。

他
方
、
人
身
事
故
件
数
は
年
々
減
少

す
る
な
ど
、
道
民
の
願
い
で
あ
る「
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
北
海

道
」の
実
現
に
向
け
、
社
会
的
機
運
は

確
実
に
前
進
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
貴
委
員
会
を
始

め
と
す
る
団
体
の
皆
様
や
関
係
機
関
、

地
域
・
職
域
の
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る

地
道
な
交
通
安
全
の
取
組
が
実
を
結
ん

だ
も
の
と
拝
察
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
警
察
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

運
転
者
の
皆
様
が
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

た
安
全
運
転「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
北
海

道
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
思
い
や
り
・
譲
り
合
い
」の
気
持
ち
を

持
っ
た
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か

け
る
交
通
安
全
教
育
や
、
速
度
違
反
等

の
交
通
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
危
険
な

交
通
違
反
の
取
締
り
等
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
平
素

の
活
動
を
通
じ
道
民
の
皆
様
に「
思
い

や
り
・
譲
り
合
い
」
の
輪
が
広
が
り
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
北
海

道
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
引
き

続
き
、
御
尽
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
御
健
勝
、御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

毎月 １５日は 「道民交通安全の日」
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令和８年における交通安全運動の推進方針（概要）
運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。

年 間 ス ロ ー ガ ン ストップ・ザ・交通事故　～ めざせ 安全で安心な北海道 ～

交
通
安
全
運
動
の
重
点

歩 行 者 保 護 意 識 の
醸 成 と 歩 行 者 の
マ ナ ー ア ッ プ

○ �歩行者を最優先とする保護意識の醸成を図る広報啓発活動、全ての世代を対象とした道路横断時の安全確認
や反射材の着用など自ら安全を守るための交通行動を促す交通安全教育を推進する。

○ �信号機の設置のない横断歩道における歩行者優先義務の徹底と、歩行者・ドライバー相互の意思疎通を図る
横断方法等を実践する「ハンドサインでストップ運動」を推進する。

○ �登下校時のこどもの安全を確保するための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進する。

高 齢 者 の 安 全 確 保

○ �「シルバーアドバイザーの店」の登録拡大を図るほか、高齢者を取り巻く交通事故実態の周知や、高齢者の行
動特性を理解した交通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推進する。

○ �高齢者に個々の身体機能を自覚した安全な交通行動の実践を促す交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等
による安全指導を推進する。

○ �運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発
活動を推進する。

飲 酒 運 転 の 根 絶

○ �悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識と「そ
して見逃さない」という視点の醸成を図る広報啓発活動を推進する。

○ �飲酒疑似体験を取り入れた交通安全講習による危険性の認識向上や運転者に対するアルコール検知器を用
いた酒気帯び確認の徹底等の取組を推進する。

○ �「飲酒運転根絶ロゴマーク」や「ハンドルキーパー運動」、「飲酒運転ゼロボックス」を周知するなど、飲食店や
酒類販売店等と連携した広報啓発活動を推進する。

○ �飲酒運転に関する警察への情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を推進する。
○ �飲酒運転の根絶に取り組む「飲酒運転根絶宣言事業者、飲食店」の周知、登録拡大を図り、飲酒運転を許さない

社会環境づくりを推進する。

ス ピ ー ド ダ ウ ン と
全 席 シ ー ト ベ ル ト
着 用 の 徹 底

○ �速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。
○ �ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。
○ �後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓

発活動、着用率向上に向けた取組を推進する。
○ �各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。

乗 車 用 ヘ ル メ ッ ト の
着用などの自転車等の
安 全 利 用

○ �自転車運転者の交通違反に適用される交通反則通告制度の周知及び法令遵守についての広報啓発活動を推進する。
○ �自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールの周知やマナー向上に向け

た交通安全教育、広報啓発活動を推進する。
○ �乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入促進に向け、民間事業者と連携した広報啓発活動

を推進するとともに、「ながらスマホ」や「酒気帯び運転」の危険性を周知する。
○ �特定小型原動機付自転車に関する交通ルールを周知するための交通安全教育や広報啓発活動を推進する。

安 全 意 識 の 向 上

○ �夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進する。
○ �昼間の点灯を呼びかける「デイ・ライト運動」や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推進する。
○ �生活道路における法定速度引き下げの周知を図る広報啓発活動を推進する。
○ �「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知するとともに思いやり・ゆずり合いの心を持った運転の実践を図る

広報啓発活動を推進する。
○ �長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進する。
○ �天気や路面状況の変化に応じた安全な運転に向けた広報啓発活動を推進する。

期
　
　
別
　
　
運
　
　
動

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

実 施 期 間 4／6（月）～4／15（水） 7／13（月）～7／22（水） 9／21（月）～9／30（水） 11/13（金）～11/22（日）

セーフティコール 4／6（月） 7／13（月） 9／18（金） 11／13（金）

期 別 運 動 の 方 針
○ �新入学（新学期）を迎えるこ

どもや活動期に入る自転車
利用者の事故防止を図るた
めの活動等を推進する。

○ �観光・夏型レジャー等に伴う
事故防止、バイクによる事故
防止及び飲酒運転根絶を図
るための活動等を推進する。

○ �夕暮れ時と夜間の高齢歩
行者・自転車の事故防止等
を図るための活動等を推
進する。

○ �凍結路面でのスリップ事
故防止や飲酒運転の根絶
を図るための活動等を推
進する。

重 点 項 目　     ○ 春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。
○ 夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

飲酒運転根絶の日 7月13日（月） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。

交 通 事 故 死 
ゼ ロ を 目 指 す 日 4月10日（金）､9月30日（水） 交通事故死ゼロを目指し､住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコールに

準じた広報啓発活動を実施する。

道民交通安全の日 毎月15日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた広報啓
発活動を実施する。

自 転 車 安 全 日 毎月第１及び第３金曜日 自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活動等
を実施する。

そ の 他 の 
交 通 安 全 の 日

無事故の日（6/25） 
バイクの日（8/19） 地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施する。

特 別 対 策 「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民
集会、街頭指導等を実施する。

令和８年における交通安全運動の推進方針（概要）

急ぐほど　狭まる視野と　増すリスク
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北
海
道
科
学
大
学

「
稲
峰
祭
」に
参
加
し
ま
し
た

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

う
北
海
道
科
学
大
学
の
大
学
祭
「
稲
峰
祭
」。

当
委
員
会
が
主
催
で
、
道
、
道
交
通
安

全
協
会
の
協
力
に
よ
り
交
通
安
全
＆
飲
酒

運
転
根
絶
に
向
け
た
体
験
ブ
ー
ス
を
出
展

し
ま
し
た
。

飲
酒
状

態
体
験
ゴ
ー

グ
ル
や
、
ア

ル
コ
ー
ル

パ
ッ
チ
を
利

用
し
た
自
分

の
ア
ル
コ
ー

ル
へ
の
体
質

確
認
な
ど
、

改
め
て
飲
酒

運
転
の
恐
ろ

し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
体
験
や
、
ク

イ
ッ
ク
ア
ー
ム
や
ク
イ
ッ
ク
キ
ャ
ッ
チ
を

使
い
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
自
分
の
俊
敏
性
な

ど
を
測
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
光
反
射
材
の
配
布
も
行
い
、

反
射
材
着
用
の
効
果
を
訴
え
ま
し
た
。

ご
家
族
連
れ
や
学
生
な
ど
た
く
さ
ん
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
世
代

の
方
に
交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

国
民
運
動
と
し
て

全
国
的
に
展
開
す
る

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
の
９

月
30
日
、
道
庁
赤
れ

ん
が
庁
舎
前
庭
に
お

い
て
、
プ
ロ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
北
海

道
イ
エ
ロ
ー
ス
タ
ー

ズ
の
吉
村
颯
太
選
手
、
島
波
輝
選
手
を
お

迎
え
し
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

両
選
手
に
は
、
飲
酒
状
態
体
験
ゴ
ー
グ

ル
を
着
用
し
、
歩
行
や
バ
レ
ー
の
ト
ス
、

レ
シ
ー
ブ
に
挑

戦
し
て
い
た
だ

き
、
飲
酒
状
態

だ
と
普
段
の
動

き
が
で
き
な
い

こ
と
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
株
式

会
社
Ｌ
ｕ
ｕ
ｐ
様
ご
協
力
の
も
と
、
本
年

よ
り
サ
ー
ビ
ス
開
始
さ
れ
た
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
・
二
人
乗

り
の
禁
止
・
飲
酒
運
転
禁
止
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
を
ク
イ
ズ
形
式
を
交
え
確
認
す
る

と
と
も
に
、
敷
地
内
で
試
乗
会
を
行
い
ま

し
た
。

閉
会
後
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
や

反
射
材
の
啓
発
品
の
配
布
、
の
ぼ
り
を
掲

げ
て
の
街
頭
啓
発
を
行
い
、
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運
動
」

広
報
大
使
任
命
式

現
在
、
北
海
道
警
察
等
と
と
も
に
進
め

て
い
る
「
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ス
ト
ッ
プ
運

動
」。
こ
の
運
動
の
広
報
大
使
に
、
昨
年

に
引
き
続
き
元
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
の

滝
谷
美
夢
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
９

月
19
日
の
任
命
式
で
は
、
道
警
本
部
交
通

部
長
か
ら
滝
谷
さ
ん
に
任
命
書
が
交
付
さ

れ
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
Ｐ
Ｒ
動
画
も
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
互
い
の
思
い
や
り
で
、
安
全
で
安
心

な
北
海
道
の
横

断
歩
道
に
し
ま

し
ょ
う
！
」と
、

滝
谷
さ
ん
が
力

強
く
訴
え
て
い

ま
す
。
当
委
員

会
で
も
積
極
的

に
こ
の
運
動
を

推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

続
い
て
、

こ
の
運
動
を

み
な
さ
ん
に

広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た

め
に
実
施

さ
れ
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に

賞
状
と
副
賞
が
、
北
海
道
警
察
交
通
部

長
、
滝
谷
さ
ん
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ロ
ゴ
マ
ー
ク
へ
込

め
た
交
通
安
全
へ
の
思
い
も
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
優
秀
作
品
は
公
式
ロ
ゴ

マ
ー
ク
と
し
て
、
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

冬
の
交
通
安
全
運
動

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

11
月
13
日
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
庭

で
冬
の
交
通
安
全
運
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
セ
ー

フ
テ
ィ
コ
ー
ル
は
11
月
13
日
か
ら
11
月

22
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
展
開
す

る
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
を
広
く
道
民

に
呼
び
か
け
、
道
民
一
人
一
人
の
交
通

安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
現
役
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー

と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
「
ト

ラ
ッ
ク
め
い
め

い
」
さ
ん
が
駆

け
つ
け
て
く

親を見て　子供も止まる　赤信号

両日ともとても賑わいました

広報大使任命書授与式

「トラックめいめい」さんによる交通安全メッセージ

飲酒状態体験ゴーグルを着用しての歩行

電動キックボード乗車体験

ロゴマークコンテスト最優秀賞作品

自転車シミュレーター体験は子どもたちに大人気
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れ
、
交
通
安
全

ト
ー
ク
で
は
、
プ

ロ
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て

特
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
や
注
意

点
等
を
紹
介
し
て

く
れ
、
そ
の
後
力

強
い
「
交
通
安
全

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
参
加
者
や
通
行
人
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
終
了
後
に

は
、
道
庁
東
門
前
で
旗
の
波
運
動
を
実

施
し
、
通
行
人
、
車
両
な
ど
に
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

み
ん
な
で
つ
く
る「
交
通
安
全
の
輪
」

～
企
業・団
体
の
取
組
事
例
～

北
海
道
か
ら
交
通
事

故
及
び
飲
酒
運
転
の

「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、

様
々
な
業
界
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
、
大
き

な
「
交
通
安
全
の
輪
」
が

生
ま
れ
る
よ
う
、
当
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
企
業
・
団
体

等
の
交
通
安
全
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
へ

の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る

条
例
」
の
施
行
10
年
を
契
機
と
し
て
行
わ

れ
た
各
企
業
等
の
取
組
も
ま
と
め
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

皆
様
の
活
動
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

飲
酒
運
転
根
絶
宣
言

飲
食
店
等
の
登
録
制
度

道
と
当
委
員
会
が
連
携
し
、
飲
酒
運
転

の
根
絶
に
取
り
組
む
宣
言
を
行
っ
た
飲
食

店
及
び
酒
類
販
売
店
等
の
登
録
を
行
っ
て

い
ま
す
。

12
月
31
日
現
在
、
１
，
２
６
４
店
舗
に

ご
登
録
い
た
だ
い
て
お
り
、
登
録
店
に
は

当
委
員
会
か
ら
「
登
録
証
」
と
「
啓
発
物

品
等
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
界
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
行
っ
て
い
る
宣
言
事
業
者
に
つ
い
て

も
、
12
月
31
日
現
在
、
２
，
７
９
０
事
業

者
の
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
社

会
環
境
づ
く
り
に
向
け
一
丸
と
な
っ
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

当
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
向

け
、
飲
酒
運
転
根
絶
、
自
転
車
ル
ー
ル
、

冬
道
運
転
な
ど
、
各
種
テ
ー
マ
に
対
応
し

た
研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
取

り
揃
え
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報
発
表

に
よ
る
集
中
啓
発

３
日
間
で
、
道
内
で
は
５
件
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
５
名
の
方
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
12
月
12
日
か
ら
18

日
ま
で
、
本
年
３
回
目
の
全
道
交
通
死
亡

事
故
多
発
警
報
が
北
海
道
知
事
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
道
、
道
警
な
ど
の
関
連
機
関

と
と
も
に
、
集
中
的
に
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。
札
幌
市
中
心
部
の
街
頭
・
中
山
峠
・

イ
オ
ン
札
幌
麻
生
店
・
ア
リ
オ
札
幌
で
運

転
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
、

路
面
状
況

に
応
じ
た

慎
重
な
運

転
を
、
歩

行
者
の
皆

さ
ん
に
も

充
分
な
注

意
を
よ
び

か
け
る
な

ど
交
通
安

全
の
徹
底

を
お
願
い

し
ま
し
た
。

夜
光
反
射
材
を

も
っ
と
普
及
さ
せ
る
た
め
に

当
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
毎

年
、
対
象
を
変
え
な
が
ら
「
夜
光
反
射
材

に
対
す
る
意
識
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
様

の
ご
協
力
の
も
と
、
４
８
０
名
の
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
実

施
。
98
％
の
方
が
「
反
射
材
は
事
故
防
止

に
役
立
つ
」
と
回
答
す
る
な
ど
貴
重
な
ご

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

命
を
守
る
大
切
な
「
夜

光
反
射
材
」。
そ
の
着
用

促
進
に
向
け
、
こ
れ
ら
の

調
査
結
果
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

それいいね　夜道にきらり　反射材

DVD貸出こちらから

取組はこちらから

登録店等はこちらから

詳細はこちらから

旗の波による街頭啓発

どちらとも
言えない4％

思わない1％ その他
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北海道交通安全推進委員会会長賞 北海道安全運転管理者協会会長賞

北海道知事賞 北海道警察本部長賞

札幌市長賞

その酒は　事故を呼び込む　さそい水

北海道から飲酒運転を根絶するため、令和７年７月～１０月に、道内の高校生のみなさんからメッセージを募集しました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

北海道知事賞
小樽水産高校

2年　川島　匡遥さん
かわ しま　　  まさ はる

北海道教育長賞
広尾高校

２年　阿部　結衣さん
 あ　べ　　　   ゆ　い

北海道警察本部長賞
札幌真栄高校

1年　中野　颯太さん
なか  の　　　そう  た

札幌市長賞
札幌真栄高校

1年　八町　凜さん
はっちょう　　りん

飲酒運転「させるあなた」「とめないあなた」
そして「するあなた」
みんな一緒でみんな同罪、みんなの意識で全員の未来が救える。
根絶しよう飲酒運転

「大丈夫」と見て見ぬふりをするのはもうやめよう。
飲酒運転は誰かの命を奪うかもしれない。
勇気を出して「やめよう」を伝える友だちでいよう。

その一杯ですべてが終わる。今まで楽しかったこと。
これからやりたかったことすべてその一杯でできなくなる。
後悔する前に自分で気づこう。
後悔する前に周りの人に声をかけよう。
飲酒運転は自分だけでなく周りもまきこむ。stop 飲酒運転。

お酒を飲むのは、悪いことではない。
でも、飲んだあとの行動一つで人生は大きく変わる。
自分の命をなくしてしまうかもしれない。
もしくは、他人の人生や命を奪ってしまうかもしれない。
あなたは大丈夫ですか？だから STOP！飲酒運転

北海道交通安全推進委員会会長賞
稚内大谷高等学校

3年　友行　凛さん
ともゆき　　りん

北海道交通安全協会会長賞
函館白百合学園高校

1年　佐藤　みなみさん
さ とう　　 

北海道安全運転管理者協会会長賞
福島商業高校

1年　渕上　純さん
ふちがみ　  まこと

飲酒運転根絶アンバサダー「やべーべや」特別賞
広尾高校

1年　淺野　航希さん
あさ の　　 ｠こう き

「少しくらいなら…」とハ
ンドルを握らず、「自分は
事故らない」とアクセルを
踏まず、「飲むなら乗らな
い」と心のブレーキをかけ
よう。そのブレーキが自分
と周りの未来にエンジンを
吹き込んでくれるだろう。
断ち切れ飲酒運転。

人の心があるのなら。誰か
を思う心があるのなら。
あなたを思う人がいるのな
ら。
誰も泣かせてはならない。
笑顔の涙が溢れる世界を。
なくそう　飲酒運転

軽い気持ちで握ったハンド
ルが、帰宅を待つ人の笑顔
も日常も明るかったはずの
未来もすべてを奪い、自分
の未来も閉ざしてしまう。
だから飲酒運転は絶対にや
めて。

大人になると、魔法が使え
る。気持ちがふわっと高ま
る、魔法の飲み物。快適に、
速く移動できる、魔法の乗
り物。でも、使い方を間違
えれば、全てを失う。飲酒
運転はしない、させない、
許さない。正しく魔法を使
える大人に。

飲酒運転根絶！ 高校生メッセージコンクール審査結果

※各受賞者の学校名・学年は応募当時のものです。

令和
７年

12月31日までに賞状の授与が終了した方の写真を掲載しています。

北北海海道道知知事事賞賞
小樽水産高校 ２年
川島 匡遥さん

（かわしま まさはる）

「お酒を飲まないから関係ない」

北北海海道道教教育育長長賞賞
広尾高校 ２年
阿部 結衣さん
（あべ ゆい）

北北海海道道交交通通安安全全推推進進委委員員会会会会長長賞賞
稚内大谷高校３年 友行 凛さん（ともゆきりん）

北北海海道道警警察察本本部部長長賞賞
札幌真栄高校 １年
中野 颯太さん
（なかの そうた）

札札幌幌市市長長賞賞
札幌真栄高校 １年
八町 凜さん

（はっちょう りん）

北北海海道道安安全全運運転転管管理理者者協協会会会会長長賞賞
福島商業高校１年 渕上 純さん（ふちがみまこと）

北北海海道道交交通通安安全全協協会会会会長長賞賞
函館白百合学園高校１年 佐藤 みなみさん（さとうみなみ）

飲飲酒酒運運転転根根絶絶アアンンババササダダーー「「ややべべーーべべやや」」特特別別賞賞
広尾高校 1年 淺野 航希さん（あさのこうき）

飲飲酒酒運運転転根根絶絶！！
高高校校生生メメッッセセーージジココンンククーールル審審査査結結果果

令令和和
７７年年

飲酒運転「させるあなた」「とめないあなた」

そして「するあなた」

みんな一緒でみんな同罪、みんなの意識で全員の未来が救える。

根絶しよう飲酒運転

「大丈夫」と見て見ぬふりをするのはもうやめよう。
飲酒運転は誰かの命を奪うかもしれない。
勇気を出して「やめよう」を伝える友だちでいよう。

その一杯ですべてが終わる。今まで楽しかったこと。
これからやりたかったことすべてその一杯でできなくなる。
後悔する前に自分で気づこう。
後悔する前に周りの人に声をかけよう。
飲酒運転は自分だけでなく周りもまきこむ。stop飲酒運転。

お酒を飲むのは、悪いことではない。
でも、飲んだあとの行動一つで人生は大きく変わる。
自分の命をなくしてしまうかもしれない。
もしくは、他人の人生や命を奪ってしまうかもしれない。
あなたは大丈夫ですか？だからSTOP！飲酒運転

「少しくらいなら…」とハンドルを握らず、
「自分は事故らない」とアクセルを踏まず、
「飲むなら乗らない」と心のブレーキをかけよう。
そのブレーキが自分と周りの未来にエンジンを
吹き込んでくれるだろう。断ち切れ飲酒運転。

軽い気持ちで握ったハンドルが、帰宅を待つ人の
笑顔も日常も明るかったはずの未来もすべてを奪い、
自分の未来も閉ざしてしまう。
だから飲酒運転は絶対にやめて。

人の心があるのなら。誰かを思う心があるのなら。
あなたを思う人がいるのなら。
誰も泣かせてはならない。
笑顔の涙が溢れる世界を。なくそう 飲酒運転

大人になると、魔法が使える。
気持ちがふわっと高まる、魔法の飲み物。
快適に、速く移動できる、魔法の乗り物。
でも、使い方を間違えれば、全てを失う。
飲酒運転はしない、させない、許さない。
正しく魔法を使える大人に。

北海道から飲酒運転を根絶するため、令和７年７月～１０月に、道内の高校生の
みなさんからメッセージを募集しました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

※各受賞者の学校名・学年は応募当時のものです。
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北
海
道
の
北
西
部
に
位
置
し
、
日
本
海

に
面
し
た
苫
前
町
は
、
豊
か
な
漁
業
資
源

と
自
然
に
恵
ま
れ
、
ク
リ
ー
ン
な
食
と
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
み
出
し
て
い

る
町
で
す
。
24
年
前
、
全
国
に
先
駆
け
て

風
力
発
電
事
業
を
始
め
、
令
和
２
年
３
月

に
は
全
国
初
と
な
る
リ
プ
レ
ー
ス
に
よ
る

大
型
風
車
１
基
が
完
成
し
ま
し
た
。

本
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
５
３
５
．
８
％
で
全
国
９
位
、
食
料
自

給
率
は
５
７
５
％
で
全
国
２
位
を
誇
り
、

「
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
苫
前

に
」
を
苫
前
町
総
合
振
興
計
画
の
基
本
目

標
と
し
て
町
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。交

通
安
全
に
関
す
る
取
り
組
み
で
は
、

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
に
道
道
霧
立

小
平
線
で
発
生
し
た
バ
イ
ク
単
独
死
亡
事

故
を
最
後
に
、
令
和
６
年
４
月
７
日
で
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
１
，０
０
０
日
を
達
成
し
、

本
年
８
月
20
日
に
は
１
，５
０
０
日
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
記
録
を
支
え
る
象
徴
的
な
取
り
組

み
が
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ヒ
グ
マ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
「
と
ま
ま
え
だ
ベ
ア
ー
」
で
す
。

令
和
３
年
９
月
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
改
修
後
、

町
内
で
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
、
二
度
と
悲
し
い
事
故
を
繰
り
返

さ
な
い
と
い
う
強
い
願
い
を
込
め
て
、
交

通
安
全
の
た
す
き
が
け
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
役
場
前
に
立
つ
「
と
ま
ま

え
だ
ベ
ア
ー
」
は
、
交
通
安
全
の
願
い
を
背

負
い
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
苫
前
町
を

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ツ
ー
リ
ン
グ
ラ

イ
ダ
ー
、
観
光
客
へ
向
け
て
日
頃
か
ら
安

全
運
転
を
Ｐ
Ｒ
し
続
け
て
い
ま
す
。

広
域
連
携
と
地
域
活
動
で�

�

未
来
へ
つ
な
ぐ
交
通
安
全

ま
た
、
苫
前
町
は
広
域
的
な
連
携
に
よ

る
交
通
安
全
啓
発
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
30

年
を
達
成
し
た
西
興
部
村
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
国
道
２
３
９
号
線
沿
線
市
町
村

（
興
部
町
、
下
川
町
、
名
寄
市
、
士
別
市
、

幌
加
内
町
、
苫
前
町
）
と
連
携
し
て
「
旗

の
波
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
北
海
道
を
横
断
す
る
国
道

２
３
９
号
線
沿
い
で
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
５
か
月
間
、

住
民
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
通
過
車

両
に
一
層
の
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は

さ
ら
に
取
り
組
み
を
強
化
し
、
西
興
部
村

と
参
加
市
町
村
と
の
間
で
交
通
安
全
旗
の

交
換
を
行
う
な
ど
、
交
流
を
深
め
な
が
ら

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
し
て
、

交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
朝
の
街
頭
指
導

や
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
コ
ー
ル
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
次
世

代
の
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
、
町
内
こ

ど
も
園
、
小
中
学
校
に
対
す
る
青
空
教
室

開
催
へ
の
協
力
を
積
極
的
に
行
い
、
子
ど

も
た
ち
が
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
自
転
車

の
乗
り
方
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
学
ぶ
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

苫
前
町
は
、
こ
の
た
び
の
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
１
，５
０
０
日
達
成
を
通
過
点
と
し
、

今
後
も
「
と
ま
ま
え
だ
ベ
ア
ー
」
と
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
地
道
な
啓
発
活
動
を
継

続
し
て
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
全
道
の
皆
様
の
交

通
安
全
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

苫
前
町
　（
留
萌
振
興
局
）

「
と
ま
ま
え
だ
ベ
ア
ー
」が
見
守
る

�

地
域
の
交
通
安
全

車から　ぼくたちみえない　手をあげよう
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譲り合い　ハンドル越しの　思いやり

10月

1000日▶	栗山町
	 音威子府村

9月

3000日▶	雄武町
  500日▶	札幌市豊平区

８月

1000日▶	三笠市
	 安平町
	 大空町

11月

2000日▶	奈井江町
  500日▶	札幌市南区

12月

8000日▶	京極町
2000日▶	留寿都村
1000日▶	斜里町
	 中札内村

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆

根室地区 �������������������������������������������� 根室市

9月２１日から３０日まで「秋の全国交通安全運動」でした。
運動が始まる前の１９日に根室市、根室振興局、根室警
察署など各団体から約１００名が参加して出動式を行い、
国道４４号線交差点で旗の波運動を実施しました。
期間中は広報車によるパトロールを行いスピードダウン、
飲酒運転の防止など呼びかける運動も実施しました。

宗谷地区 �������������������������������������������� 稚内市

稚内市では、９月30日に稚内市役所前面の道道106号
線沿いにおいて、稚内市役所職員と宗谷地方石油業協
同組合員による合同での、旗の波作戦を実施しました。

この活動には約50名が参加し、「スピードダウン」や「シ
ートベルト着用」などの標語が書かれた旗を手に、道行くド
ライバーに交通安全を呼びかけました。

檜山地区 �������������������������������������������� 江差町

秋の全国交通安全運動期間である9月30日、檜山地区
交通安全推進協議会は江差町役場と江差警察署と合同
で、道の駅江差にて江差幼稚園とタイアップした街頭啓発
を行いました。

園児たちは自作の交通安全旗を掲げ、元気よく大きな声
で交通安全を呼びかけました。通行するドライバーは笑顔と
スピードダウンで応えました。

胆振地区 �������������������������������������������� 伊達市

伊達市では９月１９日、秋の全国交通安全運動に先立
ち、だて歴史の杜カルチャーセンター前と大滝総合支所前
にて「人の波運動」を行いました。総勢１８０名の方が参
加し、つつじ保育所や京王幼稚園の園児のみなさんも笑
顔で旗を振りながら、ドライバーへ安全運転を呼びかけまし
た。

ＴＯＰＩＣＳ各 地 区トピックス 1 4 C H
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ヘルメット　かぶって安全　いってきます！

交通事故により父母等を失ってから1年以内で、かつ父母等を失った日において18歳未満の方に、お見舞金を
お渡しします。
・お一人12万円を支給します（返還不要）。　
・随時、申請を受け付けます。

お見舞金

給 付 金

奨 学 金

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、乳幼児から中学生・中等教育学校生（前期）までの方に、健やかな成長を応援する給付金を支給します。
・年間12万円を2回（6月、12月）に分割して支給します（返還不要）。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

交通事故により父母等を失った方、または重度後遺障害となった父母等が就労できない家庭にある方のう
ち、次の学校に入学又は在学する方に、奨学金として無利子貸付を行います。

無利子貸付／
3割免除あり

・貸付を受けた奨学金の7割を返還した時点で、残りの3割は返還免除となります。
・必要書類を添付の上、原則、毎年4月末日までに申請してください。入学奨学金も同様です。
  ※申請期日を過ぎて希望がある場合にはお問合せください。
・保護者の方の所得などに関して審査を行った上で決定します。

上記の3つの応援は、道内に居住する方が対象です。

中学生、中等教育学校生（前期）
公立高校生、中等教育学校生（後期）、高等専門学生
専修学校生（高等課程）
私立高校生
専修学校生（専門課程）

対象学生 普通奨学金（月額）
1万円～2万円（選択）
1万円～3万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）
1万円～4万円（選択）

なし
10万円
15万円
25万円
25万円

入学奨学金

返還が必要です

仲間たちと一生懸命練習し、挑戦することを楽しむ！小学3年生からバスケットを始めましたが、その頃から毎日挑戦の連続でした。できないことをできるまで挑戦することの楽しみと、できるようになった時の喜び。その喜びを体感したくて、32年間バスケットボールに夢中になることができました。キャリアの終盤は足首の状態が悪く、思うように動くことができなかったけれど、仲間たちと毎日一生懸命練習をし、強豪チームに挑戦して勝利を掴み取ることが自分の頑張る原動力となりました。
皆さんも自分の周りにいる仲間を大切にしながら、今できないことや難しいことに挑戦することを楽しんでください！
レバンガ北海道
 ゼネラルマネージャー 桜 井 良 太

このお見舞金・給付金・奨学金の制度は、たくさんの方々からのご寄付によって支えられています。

＜私も応援しています＞

＜プロフィール＞
636試合連続出場記録はいまだ破られておらず、愛称は“鉄人”。2023-24シーズン終了をもって現役を引退し、背番号11はレバンガ北海道の永久欠番となる。 現在はチームのゼネラルマネージャーを務める。

みなさんの応援を、頑張る子どもたちの未来へつなぐ
交通遺児育英事業に取り組んでいます。

令和７年度は、12月現在で「お見舞
金」として４名、「給付金」として27
名の子供たちを支援いたしました。
近年、交通事故による死者数は減少
してきたものの、子供たちが負う心の
傷は今も昔も変わりはありません。
今後ともご支援をいただいている
皆様や、本道の交通遺児を支援してい
る団体とも一丸となり、子供たちが明
るい未来を歩めるよう、しっかりと応
援してまいります。
道民みんなで、交通安全の輪を広げ
ていきましょう。

交通遺児育英事業は、交通事故でお父さんやお母さんを失った子どもたちに、いつもたくさんの方々が応援していることを胸
に、未来に向かって元気に羽ばたいてほしいとの願いを込めて、「お見舞金」と「給付金」、「奨学金」の３つの応援を行っ
ています。

フレンドリー
通信

公益社団法人北海道交通安全推進委員会

（交通遺児育英事業）

令和７年度

みんなが応援し
ているよ

メッセージ

〇〇〇〇さんへ

70号

メッセージ：
レバンガ北海道ゼネラルマネージャー桜井良太さん
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合言葉　止まる待つ見る　守ろうよ

皆様からのご支援、ありがとうございました。

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

1月
株式会社アペックス 特定 寄付 10,101
小林豊子きもの学院北海道本部 北海道講師会 特定 寄付 300,000
三井住友海上火災保険株式会社北海道中央支店MSA 特定 寄付 187,100

3月 室蘭地方中古自動車販売協会 特定 寄付 20,000

4月
植村泰也 特定 寄付 4,000
宗谷地区交通安全推進協議会 特定 箱募金 506

5月
一般社団法人空知建設業協会 特定 寄付 315,000
札幌南交通安全協会中央支部 特定 寄付 100,000

6月
八剣山パークゴルフ場 特定 寄付 74,000
植村泰也 特定 寄付 2,000

7月
鹿追交通少年団 特定 寄付 55,645
全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 830,000
株式会社アペックス 特定 寄付 7,646

8月
ライダーズミーティングin寿都実行委員会 特定 寄付 100,000
北海道丸和桃太郎親睦会 特定 寄付 80,500
植村泰也 特定 寄付 2,000

9月

美幌交通安全母の会 特定 寄付 5,000
鹿追交通少年団 特定 寄付 27,468
建設産業交通安全推進北海道本部 特定 寄付 1,000,000
北海道新聞社営業局道央圏部 特定 寄付 10,000
当別町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 10,207
新得町交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 58,650

10月

植村泰也 特定 寄付 2,000
島牧村交通安全推進委員会 特定 箱募金 3,270
和寒町交通安全協会 特定 箱募金 1,353
士別市交通安全運動推進委員会 特定 箱募金 3,675
浦河町交通安全推進協議会 特定 箱募金 2,000
一般社団法人 伊達地区交通安全協会 特定 箱募金 5,860
札幌中央信用組合 篠路支店 特定 箱募金 3,799
札幌中央信用組合 南郷支店 特定 箱募金 1,735
札幌中央信用組合 平岡支店 特定 箱募金 5,970
札幌中央信用組合 発寒支店 特定 箱募金 1,035
札幌中央信用組合 美香保支店 特定 箱募金 11,552
北海道信用金庫 光星支店 特定 箱募金 1,956
松前地区交通安全協会連合会 特定 箱募金 8,230
羅臼町交通安全協会 特定 箱募金 2,605
札幌手稲交通安全協会 特定 箱募金 1,984
札幌中央交通安全協会 特定 箱募金 2,661
札幌南交通安全協会 特定 箱募金 5,000
北央信用組合屯田支店 特定 箱募金 1,413
一般社団法人 紋別地区交通安全協会 特定 箱募金 7,462
弟子屈地区交通安全協会 特定 箱募金 1,650
豊頃町役場 特定 箱募金 6,356
砂川地区交通安全協会 特定 箱募金 1,980
倶知安地方交通安全協会連合会 特定 箱募金 3,454
美幌町交通安全推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 14,120
根室市交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 9,451
士別市交通安全運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 72,711
蘭越町交通安全運動推進委員会 特定 募金（黄色い羽根） 32,485
当麻町交通安全推進協議会 特定 募金（黄色い羽根） 26,238

11月

一般社団法人 美幌地区交通安全協会 特定 寄付 10,000
ANAオープンゴルフトーナメント大会 特定 寄付 500,000
中標津町交通安全協会 特定 寄付 10,000
函館西交通安全協会 特定 寄付 300,000
全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 805,530

受領月 寄付者名 種類 区分 寄付金額（単位：円）

11月

札幌西交通安全協会 特定 箱募金 1,964
赤平交通安全協会 特定 箱募金 4,000
芦別交通安全協会 特定 箱募金 3,500
札幌北交通安全協会 特定 箱募金 10,307
中標津地方交通安全協会連合会 特定 箱募金 2,800
小平町役場 特定 箱募金 2,605
稚内地区交通安全協会 特定 箱募金 3,605
せたな町交通安全推進委員会 特定 箱募金 2,914
一般社団法人 岩見沢地区交通安全協会 特定 箱募金 1,690
厚岸地区交通安全協会 特定 箱募金 1,955
遠軽地区交通安全協会 特定 箱募金 3,300
本別町交通安全推進委員会 特定 箱募金 1,292
美幌町交通安全推進委員会 特定 箱募金 1,782
別海町交通安全協会 特定 箱募金 1,733
八雲町交通安全運動推進委員会 特定 箱募金 1,042
一般社団法人 千歳地区交通安全協会 特定 箱募金 8,849
釧路地区交通安全推進協議会 特定 箱募金 1,240
石狩市交通安全推進委員会 特定 箱募金 11,764
東神楽町交通安全推進委員会 特定 箱募金 1,780
一般社団法人 美幌地区交通安全協会 特定 箱募金 1,199
一般社団法人 釧路方面交通安全協会 特定 箱募金 2,207
一般社団法人 函館方面交通安全協会 特定 箱募金 12,731
札幌中央信用組合 北郷支店 特定 箱募金 1,268
南富良野町交通安全推進協議会 特定 箱募金 4,341
小樽交通安全協会 特定 箱募金 7,084
広尾地区交通安全協会 特定 箱募金 6,042
雄武町交通安全推進委員会 特定 箱募金 1,843
北海道銀行麻生支店 特定 箱募金 1,470
三笠市交通安全推進協議会 特定 箱募金 2,407
一般社団法人 旭川方面交通安全協会 特定 箱募金 3,181
一般財団法人 静内地区交通安全協会 特定 箱募金 2,734
根室交通安全協会 特定 箱募金 4,100
名寄市交通安全運動推進委員会 特定 箱募金 6,884
株式会社北海道銀行手稲支店 特定 箱募金 1,775
北海道信用金庫本店営業部 特定 箱募金 10,781
一般社団法人 苫小牧地区交通安全協会 特定 箱募金 6,662
富良野地方交通安全協会 特定 箱募金 16,020
函館西交通安全協会 特定 箱募金 1,995
中標津町交通安全協会 特定 箱募金 50
共和町交通安全運動推進委員会 特定 箱募金 13,401
歌志内市交通安全推進協議会 特定 箱募金 1,122
遠軽町安全安心まちづくり協議会 特定 箱募金 3,101
羽幌地区交通安全協会連合会 特定 箱募金 1,765
一般社団法人 室蘭交通安全協会 特定 箱募金 21,000
北海道銀行新川支店 特定 箱募金 2,405
江別市交通安全推進委員会 特定 箱募金 19,668
平取町交通安全推進委員会 特定 箱募金 13,874
ニセコ町地域安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 59,963
別海町交通安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 12,721
中標津町交通安全協会 特定 募金（黄色い羽根） 22,545

12月
一般社団法人 札幌地区トラック協会南空知支部 特定 寄付 50,000
石狩地区交通安全推進協議会 特定 箱募金 1,169
植村泰也 特定 寄付 2,000

建設産業交通安全推進北海道本部北海道丸和桃太郎親睦会

ANAオープンゴルフトーナメント大会 函館西交通安全協会 全国共済農業協同組合連合会北海道本部

交通遺児育英事業や交通遺児をなくすために交通安全運動全般に寄付してくださった個人・団体の皆様です。（順不同・敬称略）
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黄昏に　一番星の　前照灯

2026年 謹んで新春のお慶びを申し上げます
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令和８年１月号

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
札幌市中央区北５条西６丁目1-23 第二道通ビル６階　電話（011）221-6666　FAX（011）221-7873

URL: https://www.slowly.or.jp　e-mail: safety@slowly.or.jp
公式ホームページ / YouTubeチャンネル / X（旧Twitter） / Facebookページ 

ヘルメット　命のお守り　忘れずに

植村 隆弘

北海道交通安全推進委員会 検 索


